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【報告・紹介】
地域社会の持続可能性と大学
――国際ワークショップ「大学がまちづくりにかかわる」報告
千葉大学社会文化科学研究科都市研究専攻
角田　季美枝
　2005年 3月 28日、千葉大学で国際ワークショップ「大学がまちづくりに
かかわる」が開催された（主催：千葉大学 21COE）。翌３月 29日の日本・
EUシンポジウム（主催：国際交流基金、共催：千葉大学 21COE。このシン
ポジウムの報告要旨は、本号の特集２：109ページ以降を参照されたい）の打
ち合わせを兼ねて、千葉大学関係者がかかわっている地域社会との活動・プロ
ジェクトとシンポジウムの話題提供者との情報交換の機会として設けられたも
の。短い時間ではあったが、意見交換もでき、千葉大学が地域社会の持続可能
性に果たす役割の強化の必要性を感じることができた。以下、概要を紹介する。
１．ちば地域再生リサーチ
　開催冒頭、倉阪秀史・千葉大学法経学部助教授、21COE公共政策部門リー
ダーから、海外からの参加者のために「いまわれわれはどこにいるのか」とス
ライドで千葉の位置を示しながら、千葉大学、千葉大学 21COEの概要が紹介
された。また、千葉県は NPOの活動が盛んな地域であること、千葉大学がい
ろいろな NPOと一緒に活動している中で今日は３つのケースを紹介すること
などが話された。
　海外からの参加者はテリョさん（スペインから）、ウガルテさん（スペイン
から）、ヴィシーさん（ハンガリーから）、ノーブルさん（英国・スコットラ
ンドから）、ヤウヒアイネンさん（フィンランドから）とヨーロッパの各地か
ら来日された。いずれも「初千葉」だそうである（それぞれのプロフィールは
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125、132、146、139、119ページを参照）。
　最初に活動を紹介したのは NPO法人ちば地域再生リサーチ（Chiba 
Regional Revitalization Research ：以下、CR3）。服部岑生（みねき）理事長
は千葉大学工学部教授で千葉大の施設管理の責任者、千葉大学の環境管理責任
者のひとりも務めている。活動報告をした鈴木雅之事務局長（千葉大学工学部
助手）も大学のキャンパス整備企画室担当者で西千葉地区と大学のかかわりに
ついて研究をされている。
　CR3は 2003年５月に設立、千葉大学工学部、千葉大学キャンパス整備企
画室が研究の中核を担うほか、千葉県、千葉市、千葉都市整備公団などが活
動に協力している。千葉大学の教官 5名と大学院生 6名が主要メンバーで学
生が多数参加している（図１。活動の詳細等は http://cr3.jp/も参照されたい）。
CR3の現在の活動対象地域は海浜ニュータウンに隣接している高洲団地だ。
築 30年の老朽化した中層五階建ての集合住宅群の「魅力ある団地再生」を目
的に、住民とともに進めている。
　住民の 10％が 65歳以上であること（５年後には一斉に高齢化するにもかか
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わらず、支援の仕組みがない）、内装が 30年以上前のままであること（政府
は立て替える予定はないが住民は住みつづけなければならないという現実）が
問題となっている地域なのである。
　CR3はまず、住民を元気づけるような活動を始めた。具体的には団地再生
のためのアンテナショップづくり、課題を集めるためのワークショップ開催な
どである。ともかくひとりでも多くの住民と出会い、話を聞くことを徹底した。
そこでわかった事実は、「思い出」を調査するとある地域に集中していること
だった。
　その活動から出会った人びとの中に、今後の地域再生の「キーパーソン」を
３人見つけた。ひとりは退職したが住宅リフォームのスペシャリスト。ふたり
めは知人の安否確認を兼ねて御用聞きをしたいという人。３人めは駅前の大規
模商業施設におされてどうやったら売上げを伸ばせるか悩んでいるという地元
の経営者。CR3は、この３人によるコミュニティビジネス立ち上げを支援した。
住民が主体となって、老朽化したインテリア対策、高齢者の生活支援対策など
地域の課題をビジネスとして取り組む。ビジネスとして行うことがミソと、鈴
木事務局長は報告でこう強調した。「ビジネスは（支援とちがって）つづいて
いく。住民が継続した活動をすることが重要」。
　このコミュニティビジネスで現在おこなっている事業は、DIYのトレーニ
ングコースとサポート、DIY材料販売（ホームセンターでは入手困難なアイ
デア材料）、プロ使用道具のレンタル、DIY作業代行等々。トレーニングコー
スは壁紙、ふすま、家具、畳など 22ある。サポート事業は千葉大学の学生が
自身の研究も兼ねてアドバイス等行っている。材料売上げはここ４か月間で約
10万円を計上した。売上げの８割は住民に、２割がNPOの管理費になっている。
　このほかに、高齢者支援事業として、買い物代行、生花配達、携帯による
情報配信なども行っている。たとえば日常的な買い物代行は一日 50円で行う。
このような事業をすることが、コミュニケーション促進、安否確認になるとと
もに、地域の商店会の売上げ、地域雇用促進にもつながっている。
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　最後に今後の課題、次のフェイズについて「半分成功して半分はまだまだだ」
と総括しつつ、「DIYは今後単独・拡大でやっていけるのでメニュー拡大が課
題。2005年度末には月間 60万円売上げが目標。買い物代行はまだ１か月 16
件ぐらいなので、サービス項目の再検討、地域の福祉計画との連携が課題」と
意欲を語った。
　この活動に関してコメントをしたのはテリョさん、ヤウヒアイネンさん、ヴィ
シーさんの３人だ。「すばらしい」「感銘を受けた」とは３人共通のコメント。
それぞれ出身地との比較をふまえて、以下のようなコメントを語っていた。
＊「高洲のような地域はヨーロッパ、世界各地にある。バルセロナでも川岸地
区の再生でコミュニティプランニングがなされているが、大学がかかわって
いないところが異なる。あえていえばバルセロナ女子大学公共研究所が住民
参加の支援をしているが、大学の建築学者などかかわっていない。また、福
祉を補助するのは市場だけではなしえないという点をこのプロジェクトは実
現している」（テリョさん）。
＊「住民とともに活動している点が何よりもすばらしい。２キロ× 1.5キロの
地域は外から見れば同じに見えても中から見ると違うことを、住民とともに
見出そうとしている。再生プロジェクトはボトムアップでいかないと住民も
外から眺めるだけに終わってしまう。フィンランド、エストニアにも類似の
プロジェクトがある」（ヤウヒアイネンさん）。
＊「環境の向上は物理的な改善だけではない。コミュニティの再生も意味して
いる。このプロジェクトでは住民の意志を利用したことが評価できる。ハン
ガリーでは、共通スペースや共有エリアの再生の動きはあるが、地域の人を
資源として活用することはまれ」（ヴィシーさん）。
２．ゆりのき商店街の地域通貨「ピーナッツ」
　千葉大学西千葉キャンパスに隣接しているゆりのき商店街。ここでは地域通
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貨「ピーナッツ」が流通している。「ピーナッツ」は、日本各地の地域通貨でも「元
気」な地域通貨のひとつとして知られている。
　プレゼンテーションを行ったのは、「ピーナッツ」の生みの親・村山和彦さん。
数多くのスライドを駆使し、「サムライ英語」でてきぱきと「ピーナッツ」の
歩みを紹介する。スライドのテキストも英語と、準備万端のプレゼンテーショ
ンだった。
　「ピーナッツ」誕生のそもそもの発端は自身の人生設計だったという。日本
の人口推移をみると、ここ 100年で３倍に増えたが、今後は人口が減る。そ
のため自分のスキル（建築家。1957年～ 95年まで、25都市の都市再生プロジェ
クトに関与）が生かせないという壁にぶちあたってしまった。引退後、自分の
会社を興した村山さんは新たなスキルを獲得すべく英国イングランドに出かけ、
2070年の千葉は現在のマンチェスターと同じような人口構成、空間配置（中
心街はオフィスで住民がいない）になるのではないかと痛感した。そして、都
市再生の新たなスキルこそ地域通貨と実感したという。「グローバルな通貨は
市場向け、地域通貨はひとびとのニーズ向け」と、1998年 12月、ゆりのき
商店街で「ピーナッツ」をスタートさせた。
　地域通貨を根付かせるために、従来から日本にある「大福帳」を活用した。
たとえば美容院で 8000円のサービスを日本円で払うかわりに、7600円＋
400pea（ピー）＋ 7600円の消費税５％（380円）で払う。この 400peaを大
福帳に記帳する。商店街での「ピーナッツ」の利用は、利用できる商店で「ア
ミーゴ！」（スペイン語の「友達」）といいながら、お店の人と握手してハグす
ることから始める。「やってみましょう」とのかけ声で、会場でもしばし「アミー
ゴ！」＋握手＋ハグがあちこちでなされた。
　ちなみに、美容室からピーナッツ銀行まで「ピーナッツ」が回るチェインは
図２のとおりだ。また、取引状況はウエブサイトで常にオープンにしていると
いう（図３）。
　ピーナッツの利用は 1999年には 60人の利用だったが、2000年に村山さん
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の友人である海保さんの美容室が参加して夏祭り、クリスマスセールなど利用
が増え、2004年 6月現在、600人 30店舗で利用している。将来はゆりのき
商店街を中心に 60万人（千葉市の人口の 10％）の参加をめざしたいという。
　村山さんは「地域通貨は『お互い様』という日本に従来からある感情や、地
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域を豊かにするのは稼いで倹約するという二宮尊徳理論を体現している。黒澤
明監督の映画に『７人のサムライ』があるが、地域通貨は日本経済にとって地
域活性化をする８人目のサムライだ」と断言する。
　このプレゼンテーションにもっとも反応したのは、英国・スコットランドで
地域通貨のコンサルタントを営むノーブルさん。「私の町と千葉は共通の問題
をかかえている。日本の方は利益がどこから生まれているのか知っているのか」
という質問が最初にあった。村山さんは「知っている。人口 10万ぐらいの街
の金融機関が集めているお金が地元に使われているのは 15％以下だ。日本の
市民もその点に気づき始めている」と回答した。ノーブルさんは、「英国の大
学生はひとりあたり２万ポンド借金をかかえている。借りたら一生返すことに
費やさなくてはならない」という英国の状況も紹介した。
　「スペインで地域通貨の経験を広げたいので、きょうのプレゼンテーション
のスライドをいただきたい」と感動を伝えたテリョさんは、「今、多くの人がフェ
アトレードのネットワークづくりをおこなっているが、地域通貨の関係者は
フェアトレードの関係者とネットワークを進めているのか」と、質問した。ザ
ンビアのある農業大学の学長が千葉のピーナッツ農場で泊まりこんで、アフリ
カの地域循環経済定着、貧困根絶のために有機農業によるピーナッツ生産を勉
強しているという活動を行っているといった将来のフェアトレードにつながる
ような取組みの例を、村山さんは紹介した。
３．Wi-CANプロジェクト
　Wi-CANプロジェクトは千葉大学教育学部の授業をきっかけに生まれた。
プロジェクトを紹介した宮村賢治さん、陰山祐一さん、明石薫さんはすべて千
葉大生・院生である。
　Wi-CANは、2000年に行われた「アートプロジェクト検見川」が母体で、
2003年からWi-CANに名称変更された。活動の焦点は、街でアートに関わる
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活動をしながら、街の新しい可能性、アートの可能性を探ることにある。基
本的には、毎年ある期間を活動期間と設定し、アーティスト、千葉大学の学生、
街の住民の三者が話し合いながら進めている。
　2004年のWi-CANでは、千葉大学、美術館、まちづくりの NPO、福祉施設、
個人などが実行委員会（実行委員長：長田謙一教授・千葉大学教育学部芸術学
研究室）を組織、千葉市、佐倉市を活動範囲として４つのサイトでさまざまな
活動が展開された。実行委員会の構成が多様な点について、2004の実行委員
長であった陰山さんは「美術館のネットワークによって、美術館が立地してい
る街の中での展示が可能になったこと、まちづくりの NPOや福祉団体がかか
わることによって、アートがまちづくりや福祉に対する解決のアプローチの一
環であることを意味している」と、位置づけ方を話す。
　2004年、Wi-CANの４つのサイトで展開された活動は以下のとおり（詳細
は http://www.e.chiba-u.jp/wi-can/2004/を参照されたい）。
＊佐倉・新町：佐倉市美術館と商店街；アーティスト・藤原靖子さん。日常の
中のエピソードを商店街のお店の人にインタビューしてそれを踏まえた作品
を美術館と商店街に展示（インターニット等）したり、藤原さんがインスト
ラクターを務めるガイドツアーを実施した。
＊佐倉・弥富：川村美術記念館；アーティスト・建築家ユニット「アトリエ・ワン」。
川村美術館の周りが豊かな自然を感じるための民宿づくり。昔ながらの日本
の農家で使われていないところを地域住民とアトリエ・ワンが一体となって
利用可能に。学生も掃除等に参加。完成した民宿「弥富ン宿」では何も家電
製品などおかず、蚊帳をつるしたりした。
＊千葉・里山：千葉市緑区鎌取駅周辺地域；アーティスト・山田うんさんの「身
体表現ワークショップ～みんなで踊ればこわくない」。ワークホーム里山の
仲間たちへの通所者、千葉県千葉リハビリテーションセンターの施設入所・
通所者、市立泉谷中学校養育学級生徒、養護学校生徒、地域住民ほかを対象
としたワークショップ（最終日は公開ワークショップ）。
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＊千葉・中央：中央銀座街ほか；アーティスト・中村政人さんの「メタユニッ
ト _MRプロジェクト」（1970年代にセキスイハイムが作った、ユニットを
組み合わせた工業化住宅MRを利用）、アーティスト集団 command Nの「マ
ダン中央 TV」、高校生＋地域住民の「まちなかアートマップ」、千葉市民発
案の「アート」をテーマとしたカクテルづくり「カクテルアート」。
　この４つのサイトをつなぐバス（コネクション・バス）や自転車（「チャリ
カフェ」）も運行された。
　このプレゼンテーションに対しては、ウガルテさんから質問が投げられた。
「バルセロナでも商店街とのかかわりをもったプロジェクトがあるが、２つ質
問がある。ひとつは商店街の店主にコラボレーションの同意をとるのはむずか
しかったか、もうひとつはどういうアーティストをターゲットとしているの
か」。それに対して、宮村さんから「商店街の協力を得るのは非常にむずかし
いが、協力的な方もいるのでその方にお願いしている。ただ何年かつづけるう
ちに協力者が増えている。アーティストは、日本国内、世界的に見てメジャー
な人をお招きしている。そのことでさまざまな団体の関与の質を高めることが
できる。また、授業の一環でもあるので、教材、教師としても質の高いアーティ
ストにお願いしている。1990年代以降にコミュニケーションを作品や活動の
中心としているアーティストの中から選んでいる」という紹介があった。
　その回答を受けてウガルテさんは、「似たような例」として、バルセロナの
芸術祭のビデオアートフェスティバルの事例を簡単に紹介した。あるホテルを
使って客室すべてを解放し、各客室に有名なアーティストがビデオパフォーミ
ングを展示するのだそうだ。また、街のメインストリートの商店のウインドウ
にスクリーンをかけて、アーティストの作品をギャラリーとして展示すること
も行うという。「通常なら美術館に足を運ばない人もウインドウを見ることで、
美術作品にふれることができる」と、その意義を語った。
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　最後に、閉会挨拶が倉阪助教授と国際交流基金の田村敏博課長からなされ
た。今回の報告のまとめ的な内容を含んでいる田村課長の挨拶の概要を記して
おこう。「きょうの事例は国内、地域で完結しているが、似たような事例が各
国にあるということで、交流がますます重要な意味をもっているという印象を
もった。きょうここにおられる方はぜひ明日のシンポジウムにもいらしてほし
い。また、個人的に佐倉出身ということもあり、佐倉市の映像に時間の流れを
感じた。私が住んでいたころは、川村美術館もなく市立美術館は図書館だった。
そこに通っていた日々を思い出すことができてうれしかった」。
　その後、海外からの参加者は村山さんとつれだって、ゆりのき商店街に散策
に出かけていった。その日は「アミーゴ！」がいつになく大きく響き渡った夕
刻になっただろう。
　大学は「自治の場所」として独自の公共空間であるが、立地する地域社会と
親密な関係をもつ大学は各地にある。今回の報告では、西千葉キャンパスに隣
接している「ゆりのき商店街」からかなり遠方の佐倉市まで、地域的に幅広い
公共空間・地域社会と千葉大学がつながっていることが実感できた報告であっ
た。このように千葉県内の多様な公共空間・地域社会の「持続可能な福祉社会」
の創造・支援を千葉大学関係者が行っていることを、いったいどれぐらいの千
葉大生・院生が自覚し、参加しているのだろうか。大学の先生方も決して「ひ
ま」ではないと思うのだが、それでも地域社会に積極的にコミットしていこう
という先生方がいる、いやもっといそうだという感触は、千葉大生にとっても
誇れる事実ではないかという印象をもった報告会だった。
（つのだ・きみえ）
（2005年 6月 15日受理）
